２０１９．５．１７．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴講メモ（狐崎記）
 講師：畠山澄子氏（Peace Boat、米国ペンシルバニア大学大学院生）
 議題：「殺人ロボットがやってくる!?? 軍事ドローンからロボット兵器まで? 」
司会：岡田陽一氏

司会者：最近の事象：①3月16日「天文学と安全保障との関わりについて」という声明。冒頭に「（日本天文学会は）人類の安全や平和を脅かすことにつながる研究や活動は行わない」ーー（補足：検索結果：防衛装備庁の「安全保障技術研究推進制度」に関して日本学術会議が2017年3月24日に出した声明を踏まえて議論が行なわれてきた。会員のアンケートで「安全保障技術研究推進制度」への賛成反対を聞いているが、若い世代は賛成で、30代はほぼ拮抗、それより上の世代は反対と、見事にリニアな傾向を示している。）　　②２００８年の宇宙基本法と２０１２年ＪＡＸＡ法改正により、ＪＡＸＡは安全保障研究開発を行うこととなった。　　③最近の秋篠宮家の悠仁親王のお茶の水女子大附属中学での刃物事件に関して「思想犯」という語が報道に使われた。「思想の自由」に反する語彙が現れた。折しも天皇代替わりをめぐって皇居周辺の不審ドローン出没報道も相次ぎドローン規制も始まっている。ドローンとは何か、何のためにどのような規制がされるのか、できるのか？
ドローンを切り口に科学技術のあり方まで、今日の講演を機会に勉強していきたい。
畠山氏の講演
・　ロボットやドローンなど、一定の自律性を持った機械は戦争にも使えるし、生活向上にも重要なもの　＝　Ｄｕａｌ　ｕｓｅ　　　民生利用の一例は、遭難者捜索、見回り（セコム・ドローン）など
・　ドローンの定義：　　　　ＵＡＶ　Ｕｎｍａｎｎｅｄ　Ａeｒｉａｌ　Ｖｅｈｉｃｌｅ
・　(英）イラク爆撃の1/3 はドローン、　(米）　戦闘機の1/3 はドローン、　
　　　　　　　(米）空軍パイロットの８．５％はドローン、　　
・　オバマがドローンを推進。トランプもこの路線を踏襲。
・　戦争の合理化　　長時間持続、継続が可能―――偵察に向いている
・　市民の巻き込み　　ドローンは大きい
・　ひとつのデータ　　攻撃回数　５８４６、　死者数(全）　８１５７－１１６５０、　
　　　　　　　　　　　　　民間人死者　７５１－１６０９、　子供死者数　２５２－３６９
・　見えない実態　　実態が分からないことが最大の問題　　（２０１３　エマソン報告）
・　犬のようなロボット（戦場で物資輸送用。歩兵について行くようにセットされている）　　Ｂｏｓｔｏｎ　Ｄｙｎａｍｉｃｓ社（ソフトバンクが買収）
・　自律（Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ）がキーワード　　
　　　　　　　　ＬＡＷＳ（Ｌeｔｈａｌ　Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ　Ｗｅａｐｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ 自律的致死兵器システム）
・　いまのドローンは、どこかに人の手（指令）を含む。ひとの指令をまったく必要としないのが、本当の意味の自律的兵器ｓ津人＝ロボット。　　巡航ミサイル一定のも自律性を持つ。ただし、これから開発されかねないのは標的をどうするかを含め自分で決める力を持った兵器。
・　誤爆の現実　６、７人に１人　　（筆者注：ドローン爆撃の９割は誤爆という記事がある）
・　ゲーム感覚の爆撃、殺人　　　米本土の地上誘導センターのパソコンからイラク、アフガンなどのドローンを操作して殺人。仕事が終われば自宅で家族と楽しく食事するような日々。
・　ドローン兵士の苦悩　　　ＰＴＳＤ　　戦場での戦いでも、遠隔のドローン殺人でもＰＴＳＤになる割合は同じという統計もある。　　（筆者：意外。遠隔殺人はＰＴＳＤ対策だったはず。ーー２年前の調査：米国では帰国兵士の中から年間８０００人近くの自殺者が出ている。１時間に一人の割合！！）
・　エラー：：責任はどこに？　操作者？　プログラマー？　遠隔制御システムの製作者？　ドローンの製作者？
・　報復と拡散：　「対テロ戦争」という前代未聞の戦争は、テロの拡散、拡大を招いた。本来のテロを止める、という目的には役立たなかった。米軍高官の発言「遠隔殺人ではなにも変わらない。本当の解決のためには地上の現実を変えなければだめ。」
・　どうして、ドローン、ドローン・システムは進むのか。－－－米国は、軍・産・学の複合体
　　日本でも同じ構図になる可能性
・　反対運動　　　ＩＣRＡＣ　（ロボット兵器国際武器管理委員会）が反対
・　市民社会の運動は今　Ｃａｍｐａｉｎ　to Ｓｔｏｐ　Ｋｉｌｌｅｒ　Ｒｏｂｏｔｓ が主導している。
・　兵器禁止のステップ　　対人地雷禁止の例
・　規制についての議論は国連人権委員会で始まっている　：　２０１３　ドローンに関するエマーソン報告　　および　殺人ロボットに関するヘインズ報告
・　ＣＣＷ　２０１４より議論中
・　現在の国連事務総長はロボット兵器反対に積極的
・　殺人ロボットの定義　　　これが出発点　　定義は容易ではない。利害がからむ。

・　ロボット戦争の方が人道的だ、という議論が必ず出る。

参考動画　　https://www.youtube.com/watch?v=TlO2gcs1YvM
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Ｑ＆Ａ、Ｃｏｍｍｎｅｔｓ：

・　インタネットですべての情報がいきわたるから良い世界になる、というインタネット幻想論は消えた。
・　現在、世界では格差が広がっている。日本も実はそうなりつつある。（なっている？）

Ｃ：脳科学から。戦争するには（人を殺すには）前頭葉の動きを殺す必要あり。兵隊にはそのための訓練を施す。生き残って帰国できても、その影響は残る。それがＰＴＳＤ。
	遠隔殺人は、人を殺していると言う意識を避けるため（だったはず）。
Ｑ：巡航ミサイルがあるのに、どうして遠隔ドローンが必要なのか。
	Ａ：遠隔ドローンは移動中の数台の車列の攻撃などを行う。短い時間で目標が移動する場合などは巡航ミサイルでは目標設定できない。

（筆者Ｃ：自分は遠方にいて絶対に殺されない状況で、戦争・・・・・「卑怯」　・・・　戦争には卑怯も不法もない。戦争は人を狂わせる。だから絶対にだめ。）

筆者（狐崎）のメモに、目を通して修正してくださった畠山さんに感謝します。

なお、広島、長崎など戦争の悲惨さを世界に伝えるため、そして参加者の間での多くの議論を目的とした　Peace Boat 活動に賛同されで寄付（献金）をされたい方は、下記をご覧になってください。

①平和と音楽の船旅へ～「明子さんの被爆ピアノ」とともに（クラウドファンディング実施中）
http://peaceboat.org/28324.html
→この夏の日本一周クルーズで広島で被爆したピアノを乗せて各地で演奏会をしながらまわります。このプロジェクトの応援金を集めています。

②英語で学ぶ地球大学特別プログラム、2019年8月のプログラムの参加者を募集しています（4/30〆切）
http://peaceboat.org/26042.html
→私が2014年から担当している若者のためのプログラムです。寄付をいただければ学生のための奨学金として活用します。

いずれの場合も以下の振込先にお願いします。

郵便振替口座：00180-3-177458 　
ゆうちょ銀行：〇一九（ゼロイチキュウ）店　当座0177458
加入者名：ピースボート

郵便振替の場合、①については通信欄に「ヒバクピアノ」と、②については「チキュウダイガク」と明記ください。ゆうちょ銀行をご利用の方は同様の備考を振込依頼人名の前にご記入ください。


